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共同研究機関 お問い合わせ先 工業技術研究所浜松工業技術支援センター

材料科

電話 ０５３－４２８－４１５６

材料の評価解析における技術継承を目指した技術資料集

－判定･判別が難しいFT-IR データの読み方等－
［背景･目的］

材料評価・解析に必要なスキルの中でも最も難易度が高くかつ技術継承が難しいのは、

機器分析や金属材料試験の結果(データ)に対して、それらがどういったものであるか（同

定、帰属、分類等）、あるいはそれらから何が言えるか（判定、考察、推定・推測等）に

関するスキルであると言えます。

本研究では、科員がこれまでに培ったスキルを発揮して取得した知見・情報の有効活

用とスタッフ内での情報共有及び技術継承の促進・支援のため、機器分析をはじめとす

る評価解析事例にポイントやノウハウ･コツを盛り込んだ「技術資料集」を作成しました。

［研究成果］

・科員それぞれの担当業務や得意分野に関する評価解析事例について、説明文をExcel

で作成した共通の様式(表形式；1行につき1項目)に入力しました(図１)。

・それらはそれぞれ同じExcelファイルの「Sheet2」以降のSheetにリンクさせ、写真・

イラストを加え、わかりやすい説明(ポイント・コツ、ノウハウ等)を添えました(図２)。

・当初の目標の50件を超える80件以上の評価解析事例・項目を記載しました。

・担当職員だけが有する評価解析､考察の根拠･裏付けの｢見える化｣に繋がりました。

・技術継承にかかる所要時間の短縮･効率化が図れました。

［研究成果の普及・技術移転の計画］

・科内で技術共有・継承し、実際の依頼試験・相談業務等に活用します。

・本研究成果を当センターの研究発表会及び大学・支援機関のセミナー等にて発表しま

す。

・実際の依頼試験・技術相談の場面で、顧客に対するデータの説明の際に活用します。

・分析や試験を自社で行っている企業からの要請があれば研修用資料として活用します。

研究成果事例
令和３年度

（県単独研究）

図２ 技術資料の例(PETとPBTの判定・判別)図１ 評価解析事例を記載したExcelのイメージ


